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 亀ヶ城跡にて 

多宝庵(日置) 
の昼食 

新
田
神
社
の
禰
宜
さ
ん 

の
説
明 

ひ
っ
と
べ
❢
ミ
ニ 

会報 

令和 5年 
7月号 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

今
井
俊
子 

 

 

二
〇
二
〇
年
冬
、
世
界
中
を
席
巻
し
た
コ
ロ
ナ
も
四
年
目

を
迎
え
る
今
年
、
政
府
は
五
類
に
移
行
す
る
と
発
表
。
通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
発

表
さ
れ
て
い
た
患
者
数
も
伝
え
ら
れ
ず
、
収
束
し
た
か
と
思

う
よ
う
な
日
々
で
す
が
、
七
月
六
日
に
第
九
波
に
突
入
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
感
染
に
は
気

を
つ
け
て
日
々
を
暮
ら
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
お
気
に
入
り

の
マ
ス
ク
を
バ
ッ
グ
に
忍
ば
せ
て
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾
令
和
５
年
度
総
会 

五
月
二
十
六
日
（
金
）ソ
ー
ホ
ー
鹿
児
島
会
議
室
に
て
開
催 

一
、 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
活
動
決
算
書
及
び
監
査
報
告 

二
、 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算 

を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三
、 

役
員
改
選
は
な
く
全
役
員
引
き
続
き
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

理
事
長
今
井
俊
子
、
副
理
事
長
今
井
征
男
の
体
制
も 

 
 
 

変
更
な
く
務
め
ま
す
。 

鹿
児
島
再
発
見 

こ
の
半
年
の
「
歴
史
ツ
ア
ー
」 

＊
作
家
郷
原
茂
樹
さ
ん
と
行
く 

大
隅
古
墳
群
の
謎
解
き
① 

２
／
１
８ 

大
隅
古
墳
群
の
謎
解
き
② 

２
／
２
５ 

＊
可
愛
山
陵
と
新
田
神
社
と
薩
摩
川
内
市
の
深
い
歴
史 

三
山
陵
シ
リ
ー
ズ
③ 

 
 
 

３
／
３
０ 

＊
島
津
四
兄
弟
の
原
点
・
日
置
加
世
田 

 
 
 

 

義
弘
シ
リ
ー
ズ
① 

 
 
 
 
 

５
／
２
０ 

＊
夏
越
し
の
祭
り
と
志
布
志
の
深
い
歴
史 

 
 
 

 

夏
そ
ば
と
志
布
志
の
グ
ル
メ
も 

６
／
３
０ 

志
布
志
「
夏
越
し
の
祭
り
」ツ
ア
ー
の
ご
報
告 

 

天
気
予
報
は
毎
日
大
雨
情
報
が
続
い
て
い
ま
し
た
。 

六
月
三
十
日
、
朝
目
覚
め
て
外
を
見
た
ら
雨
が
降
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。「
よ
し
！
、こ
れ
で
今
日
は
大
丈
夫
」
と
確
信
し
ま

し
た
。
何
故
な
ら
、
う
ち
の
お
客
様
は
晴
れ
男
、
晴
れ
女
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
。 

六
月
は
水
無
月
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
一
年
で
一
番
雨
の
多

い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
大
雨
が
降
り
、
洪
水
が
発
生
し

て
、
人
が
命
を
落
と
し
、
子
供
が
河
童
に
さ
ら
わ
れ
る
の
も

こ
の
季
節
。
人
々
は
水
が
無
い
月
に
な
る
よ
う
に
と
願
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

元
旦
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
六
月
三
十
日
は
半
年
で
溜
ま
っ

た
邪
気
を
祓
い
、
こ
れ
か
ら
の
半
年
を
健
康
で
無
難
に
暮

ら
せ
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
始
ま
っ
た
の
が
「
夏

越
し
の
祓
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。 

久
し
ぶ
り
に
安
樂
山
宮
神
社
に
詣
で
て
、 

 
「
水
無
月
の
夏
越
し
の
祓
い
す
る
人
は 

 
 
 
 
 
 
 

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
唱
え
な
が
ら 

全
員
茅
の
輪
く
ぐ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
お
ま
け
に
、
翌
日

解
禁
と
い
う
美
味
し
い
「
新
そ
ば
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

皆
様
方
の
こ
れ
か
ら
の
半
年
が
健
康
で
暮
ら
せ
ま
す
様
に
。 

そ
の
後
、
古
い
歴
史
の
大
慈
寺
、
宝
満
寺
、
麓
武
家
屋
敷
群

な
ど
、
志
布
志
を
楽
し
ま
せ
て
貰
い
ま
し
た
。 

山宮神社の茅の輪くぐり 

和菓子水無月 

大
崎
町
横
瀬
古
墳 

大隅古墳群ツアー・チャーター船

で鹿屋港に着いたらビックリ！ 

この歓迎❤ 

碇山城跡・保食神社 

島津氏が木牟礼城の次に

拠点とした（薩摩川内市） 

新
発
見
・
見
事
な
切
通 

加
世
田
内
山
田 
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歴史よもやま話
R5/01/26 税所敦子の生涯 講師　島津登志子氏

   02/09 乃木静子　① 講師　今井俊子

   03/23 乃木静子　② 講師　今井俊子

   04/27 東郷平八郎後編 講師　今井俊子

   05/25 近衛家と島津家 講師　今井俊子

   06/22 島津義久　① 講師　今井俊子

   07/27 島津義久　② 講師　今井俊子

街歩き
R4/12/03 島津啓次郎・増田宗太郎西南戦争に散る

R5/03/16 福昌寺墓地・島津家７００年の眠り

   03/23 福昌寺墓地・島津家７００年の眠り

   04/20 金生町・いづろ・大黒町を巡る

   05/18 照国神社と三公銅像　大雨で中止

R5年８月以降の活動計画
カテゴリー 月 日 曜 カテゴリー テーマ

歴史よもやま話

5 8 24 木 ⑤歴史よもやま話 薩摩の豪商たち

6 9 28 木 ⑥歴史よもやま話 大隅の古墳群

7 10 26 木 ⑦歴史よもやま話 神代三山陵と豊玉姫と玉依姫

8 11 30 木 ⑧歴史よもやま話 霧島六社権現

9 12 7 木 ⑨歴史よもやま話 島津重豪

10 1 25 木 ⑩歴史よもやま話 ～～島津登志子さん講座～～

11 2 22 木 ⑪歴史よもやま話 西南戦争で散った若者たち

12 3 21 木 ⑫歴史よもやま話 西郷の妻・愛可那とイト

街歩き

3 9 21 木 第76回街歩き 西郷さんを偲んで城山洞窟・終焉地・銅像を歩く

4 10 19 木 第77回街歩き 玉里島津邸と鹿児島工業高校

5 11 23 木 第78回街歩き 梅ケ渕観音・小野石・不動尊

6 12 2 土 第79回街歩き 桐野利秋と西南戦争の若者たち

7 3 16 土 第80回街歩き アリーナから小松帯刀別邸跡まで

バスツアー 3 9 30 土 郡山 近くにこんな奥深い歴史が、郡山まるごと

4 11 26 日 出水方面 原口泉教授と行く「感応寺・木牟礼城跡・・・そして、みかん狩り」

5 1 20 土 義弘シリーズ加治木義弘を旅する加治木・桜島(満開の寒椿の潜居跡）

6 2 24 土 出水方面 鶴の北帰行

7 3 23 土 義弘シリーズえびの家族愛を育み、薩摩を守ったえびのの２６年間

    　　　　　 会費 未定 円　  　

　　　　　　　 会費 未定 円　　　　　　　　　　　　　　

１０：００～１１：４０　　会場　市福祉プラザ４F小会議室　資料代200円　要予約  27席限定　

　　１０：００～１２：３０　会費1,000円（資料代、保険代含む）　2日前までに予約　各１５名限定

    　　　　　 会費 ５，４００ 円　  　

    　　　　　 会費 8，0００ 円　  　

    　　　　　 会費 未定 円　予定  　

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
号
9
万
１
千
ト
ン

４
月
３
０
日

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
寄
港

そ
の
優
雅
さ
世
界
一

作
家
郷
原
茂
樹
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

詩
人
で
も
あ
る
郷
原
氏
が
自
ら
の
詩

に
曲
を
つ
け
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
ラ

イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
理
事
長

も
出
演
し
ま
し
た
。 大

慈
寺
境
内
の
庭

大
慈
寺
門
柱
と

仁
王
像

編集後記

コロナ禍の長いトンネルをやっと抜け出したような気がします。

私共の事業も少しずつ回復傾向にあります。理事長は未だ元気ですが、事務方

は下り坂傾向は否めません。それでも皆様の心に響く事業をお届け出来るよう

頑張ります。今後ともご支援宜しくお願い申し上げます。 相変わらずの紙面作

りですが、ご容赦ください。      編集責任者 副理事長 今井征男

志
布
志
大
慈
寺

臨
済
宗
。
妙
心
寺
の
末
寺
。
興
国
元

年(
一
三
四
〇)

楡
井
頼
仲
に
よ
っ
て

玉
山
玄
提
を
開
山
と
し
て
建
立
さ
れ

た
。
後
に
「
臨
済
宗
十
刹
」
と
言
わ
れ
る

屈
指
の
禅
宗
寺
院
と
な
り
、
江
戸
時

代
は
島
津
家
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
。

廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
明

治
十
二
年
早
く
も
復
興
を
果
た
し
た
。

そ
れ
に
は
、

西
郷
・
大
久
保
に
も
影
響
を
与
え
た

と
い
う
伯
州
住
職
が
寺
の
再
建
の
為

の
ご
芳
志
に
応
じ
た
東
郷
平
八
郎
以

下
、
軍
・
政
財
界
の
面
々
が
ず
ら
り
。

私
共
も
石
田
住
職
の
ご
法
話
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

クルーズ船誘致は当時鹿児島商工会議所会頭岩崎與八郎翁によって1970年頃か

ら奇想天外な誘致活動で始められました。初寄港はオロンセイ号で1973年でした。

クルーズ船の象徴クイーンエリザベス２世号（QE2）を寄港させたのは1979年でした。

QE2の後継船・クイーンエリザベス号が入港したというので、懐かしく見学に行きま

した。今年度は100隻を超えるそうです。お金を落として貰う方法考えましょうね。


